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仙崎地区
体 育 祭 総

合
一
位
旭
町

大
泊
お
し
く
も
二
位

長
門
市
文
化
祭
の
ト
ッ
プ
を
き
つ
て
、
さ
る
一
日
ひ

ら
か
れ
る
予
定
の
仙
崎
地
区
体
育
祭
は
、
雨
の
た
め

三
日
（
文
化
の
日
）
に
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

は
快
晴
、
朝
早
く
か
ら
つ
め
か
け
た
観
衆
と
選
手
は

約
六
千
人
。
熱
戦
の
す
え
旭
町
に
優
勝
旗
、
大
泊
に

準
優
勝
杯
が
お
く
ら
れ
、
た
の
し
い
一
日
を
す
ご
し
ま
し
た
。

第
一
回
仙
崎
体
育
祭

は
、
仙
崎
地
区
内
全
部

落
（
二
二
）
が
参
加
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う

に
、
町
内
を
リ
レ
ー
さ

れ
た
炬
火
が
最
終
ラ
ン

ナ
ー
宮
本
吉
雄
さ
ん
（

3
1歳
、
体
育
指
導
委
員

大
泊
）
の
手
に
よ
り
午

前
九
時
に
場
内
一
周
、

本
部
席
横
に
設
け
ら
れ

た
炬
火
台
に
点
火
さ
れ

競
技
開
始
。

小
学
校
の
小
さ
い
子

ど
も
、
お
と
し
よ
り
な

ど
が
い
り
み
だ
れ
熱
戦

を
展
開
、
あ
つ
ま
つ
に

約
六
千
人
（
仙
崎
地
区
の
約
六
割

）
が
た
の
し
い
一
日
を
む
く
り
ま

し
た
。

当
日
の
結
果
、
総
合
得
点
十
位

ま
で
の
順
位
は
次
の
と
お
り
。

Ｉ
　
旭
　
町
　
　
八
〇
点

２
　
大
　
泊
　
　
七
五
点

３
　
幸
　
町
　
　
六
七
点

４
　
今
浦
町
　
　

六
一
点

５
　
祗
園
町
　
　
六
一
点

６
　
新
屋
敷
町
　
五
六
点

７
　
鍛
治
屋
町
　
五
二
点

８
　
白
　
潟
　
　
四
五
点

９
　
本
　
町
　
　
四
二
点

1
0
　錦
　
町
　
　
四
二
点

（
注
）
同
点
の
場
合
は
、
小
さ
い

部
落
を
上
位
と
し
た
。

（
写
真
上
は
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
な

み
に
炬
火
を
点
火
す
る
宮
本
吉
雄

さ
ん
。
下
は
、
選
手
宣
誓
を
す
る

今
浦
町
の
武
中
啓
一
さ
ん
）

今
月
の
納
税
メ
モ

国
民
健
康
保
険
料
　
十
一
月
分

納
期
限
　
十
一
月
三
〇
日
ま
で

秋
の
火
災
予
防
運
動

1
1
月
2
6
日
ー
1
2
月
２
日

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
正
し
く

使
う
な
ど
が
重
点
目
標

十
一
月
七
日
は
立
冬
、
朝
夕
は

冷
え
こ
み
、
こ
と
し
も
ま
た
冬
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

寒
い
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
活
躍
す
る
シ
ー

ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

最
近
は
、
国
民
の
生
活
向
上
で

、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
が
め
ざ
ま
し
く
普
及
し
ま
し
た

。
反
面
、
そ
れ
だ
け
火
災
の
発
生

件
数
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
火
災
の
防
止
の
た
め

、
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
一
週
間

「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
は
と
く
に

１
　
一
般
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、
す

べ
て
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
石
油
コ

ン
ロ
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

使
用
す
る
と
こ
ろ
に
、
正
し
い

取
扱
い
万
を
普
及
さ
せ
、
ま
た

簡
易
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

い
ざ
と
い
う
場
合
の
初
期
消
火

を
確
実
に
行
な
う
よ
う
十
分
注

意
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
、
病
院
、
そ
の
他
消
防

法
で
き
め
ら
れ
て
い
る
多
数
の

人
が
勤
務
し
、
出
入
り
す
る
と

こ
ろ
で
は
、
予
め
防
火
管
理
者

を
定
め
て
、
消
火
訓
練
、
避
難

訓
練
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
期
間
中
に
は

必
ず
こ
れ
’ｔ
行
な
う
こ
と
。

こ
の
二
点
を
み
ん
な
が
注
意
し
て

少
な
く
と
も
せ
め
て
こ
の
期
間
中

だ
け
で
も
、
火
事
が
一
度
も
起
ら

な
い
よ
う
に
じ
た
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
の

お
知
恵
を
拝
借

わ
た
く
し
た
も
の
生
活
を
、
豊

か
で
楽
し
い
も
の
に
す
る
に
は
、

ま
ず
、
政
治
を
り
っ
ぱ
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
り
っ
ぱ

な
政
治
は
、
明
る
く
正
し
い
選
挙

か
ら
う
ま
れ
ま
す
。

明
る
く
正
し
い
選
挙
に
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
が
た
の
、
お
知
恵

を
拝
借
す
る
も
の
。

（
応
募
規
定
）

内
容
　
『
公
明
選
挙
の
推
進
は
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
』

を
短
い
作
文
に
す
る
。

応
募
資
格
　
良
い
お
知
恵
を
お
持

ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
。

提
出
先
と
／
切
り

1
2月
2
0日
ま
で
に
長
門
市
役
所

内
、
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会

あ
て
。

応
募
作
品

・
様
式
は
自
由
で
、
字
数
二
千

字
以
内
。

・
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
を
必
ず
記
入
。

・
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

・
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
作
品
は

自
由
に
利
用
し
ま
す
。

賞
品
　
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品

十
点
に
賞
品
を
お
く
り
ま
す
。

善
意
銀
行
預
託
者

十
月
分

（
敬
称
略
）

（
現
金
口
座
）

萩
谷
桃
一
、
Ｆ
江
、
Ｓ
子
、
Ｍ
Ｋ

生
、
市
役
所
職
員
組
合
、
海
辺
イ

チ
、
Ｔ
氏
、
横
山
繁
雄
、
安
部
博

俵
山
納
税
組
合
、
高
橋
武
雄
、
宮

野
薫
、
上
利
政
信

（
物
品
口
座
）

横
山
繁
雄

（
技
術
口
座
）

長
門
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
、

中
原
千
之
、
横
山
繁
雄
。

1
1
月
2
3
日
ー
2
9
日

ク
ス
リ
と
健
康
の
週
間

正
し
い
薬
の
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
よ
う

十
一
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
一
週
間
は
、
全
国
的
に

『
薬
と
健
康
の
週
間
」
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。
こ
の
週
間
は
、
薬
に

た
い
す
る
正
し
い
知
識
と
薬
い
適

正
な
使
い
方
を
全
国
民
の
み
な
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
健
康
の
増

進
と
保
健
衛
生
の
向
上
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
。

そ
こ
で
、
薬
に
た
い
す
る
簡
単

な
注
意
事
項
を
お
し
ら
せ
し
ま
し

よ
う
。

―
　
く
す
り
の
き
き
め
は
、
飲
む

量
や
飲
む
時
間
と
深
い
関
係
が

あ
り
ま
す
。
く
す
り
は
医
師
や

薬
局
、
薬
店
で
よ
く
相
談
し
て

使
い
ま
し
よ
う
。

２
　
く
す
り
の
表
示
書
（
レ
ツ
テ

ル
や
外
箱
）
に
気
を
つ
け
、
製

造
業
者
の
名
前
、
住
所
、
製
造

番
号
、
成
分
、
分
量
、
内
容
量

が
書
い
て
あ
る
か
ど
う
か
調
べ

ま
し
よ
う
。

３
　
街
頭
で
は
く
す
り
の
販
売
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

く
す
り
の
現
金
行
商
も
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
く
す
り
は
買

わ
な
い
こ
と
。

４
　
く
す
り
は
、
子
ど
も
が
勝
手

に
飲
ん
だ
り
し
た
ら
大
変
で
す

。
く
す
り
は
、
子
ど
も
さ
ん
の

手
の
届
か
な
い
場
所
に
お
く
こ

５
　
く
す
り
は
、
熱
や
光
で
変
化

し
や
す
い
も
の
で
す
。
お
宅
に

あ
る
く
す
り
を
こ
の
機
会
に
た

し
か
め
て
お
き
ま
し
よ
う
。

（
長
門
保
健
所
）

住
み
よ
い
郷
土
は

郵
便
貯
金
か
ら

二
兆
円
突
破

記
念
郵
便
貯
金

郵
便
局
は
　
大
蔵
省
、
自
治
省

な
ど
の
政
府
機
関
や
国
鉄
、
電
々

公
社
な
ど
の
各
団
体
の
協
力
を
え

て
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
末
ま

で
を
「
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
を

く
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
郵
便
局
の
窓
口

で
お
頂
け
に
な
っ
た
貯
金
は
、
国

、
県
、
市
町
村
の
重
要
な
資
金
と

な
っ
て
、
た
と
え
ば
、
住
宅
の
建

設
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
環
境

の
整
備
、
そ
の
他
学
校
、
公
民
館

な
ど
の
文
化
施
設
な
ど
、
住
み
よ

い
郷
土
を
つ
く
る
建
設
資
金
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

安
全
、
有
利
、
無
税
の
郵
便
貯

金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
長
門
郵
便
局
）

公
益
質
屋
の

質
流
れ
品
を
公
売

（
と
　
き
）

1
1月
2
7日
午
前
９
時
か
ら

午
后
２
時
ま
で

（
と
こ
ろ
）

仙
崎
支
所
会
議
室

（
公
売
の
品
）

衣
類
ほ
か
約
二
百
点

山
口
赤
十
字
高
等
看
護

学
院
看
護
婦
学
生
募
集

（
募
集
人
員
）
　
一
六
名

（
願
書
交
付
）
　
4
0年
１
月
５

日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
。

（
試
験
期
日
）
　
4
0年
２
月
９

日
（
火
）
1
0日
（
水
）
。

（
受
験
資
格
）
　
高
校
卒
業
ま

た
は
同
等
の
学
力
の
2
5才

未
満
の
独
身
女
子
。

中
小
企
業
共
同
施
設

資
金
貸
付
け
ま
す

（
貸
付
申
請
書
の
受
付
け
）

3
9年
1
1月
2
5日
ま
で

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
商
工
観

光
課
へ
。

産
業
開
発

青
年
隊
員
募
集

（
募
集
期
間
）

1
1月
１
日
か
ら
明
年
２
月
2
8日

ま
で
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
へ

県
職
業
訓
練
所

ご
案
内

た
だ
い
ま
、
県
下
各
地
に
あ
る

職
業
訓
練
所
の
訓
練
生
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

応
募
資
格
は
、
義
務
教
育
を
終

了
し
た
人
な
ら
だ
れ
で
も
入
所
資

格
が
あ
り
ま
す
。

入
所
願
書
の
受
付
け
は
4
0年
１

月
４
日
か
ら
１
月
2
0日
ま
で
で
、

く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
務
課
企
画

統
計
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号
簿
が

分
冊
に
な
り
ま
す

電
々
公
社
で
は
、
4
0年
度
か
ら

山
口
県
の
電
話
番
号
簿
を
分
冊
に

し
、
五
十
音
別
と
職
業
別
の
番
号

簿
を
別
々
に
発
行
し
ま
す
。

五
十
音
別
に
は
、
萩
、
長
門
、

江
崎
、
美
祢
、
豊
浦
の
加
入
者
を

一
冊
に
あ
つ
め
明
年
七
月
に
、
職

業
別
は
山
口
県
西
部
版
と
し
、
防

府
以
西
を
あ
つ
め
明
年
二
月
に
そ

れ
ぞ
れ
今
後
は
六
か
月
お
き
に
交

互
に
発
行
し
加
入
者
に
お
く
ば
り

し
ま
す
。

こ
れ
は
、
電
話
の
加
入
者
が
急

激
に
増
加
し
発
行
部
数
、
ペ
ー
ジ

数
が
ふ
え
て
番
号
簿
が
分
あ
つ
く

な
っ
て
利
用
す
る
の
に
不
便
に
な

っ
た
こ
と
や
、
発
行
時
に
お
け
る

記
載
事
項
の
異
動
度
合
が
多
く
て

内
容
の
現
行
維
持
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
長
門
電
報
電
話
局
）

3
9年
度
後
期
技

能
競
技
大
会

（
競
技
種
目
）

化
学
分
析
員
、
機
械
製
図
工
、

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
、
ト
ッ
版

印
刷
工
、
自
由
鍛
造
工
、
電
気

メ
ッ
キ
エ
、
畳
工
、
○
電
工
、

○
電
気
よ
う
接
工
、
○
ガ
ス
よ

う
接
工
、
○
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ

修
理
工
、
（
○
印
は
全
国
大
会

の
み
の
競
技
）

（
受
付
期
間
）

1
1
月
3
0
日
ー
1
2
月
1
1
日

（
参
加
料
）

一
級
　
　
　

二
〇
〇
〇
円

二
級
　
　
　
一
八
〇
〇
円

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商

工
観
光
課
へ
お
た
ず
ね
の
こ
と
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マ
ン
モ
ス
納
骨
堂

東
深
川
に
で
き
る

工
費
一
三
〇

〇
万
円
を
か
け

て
　
こ
と
し
の

五
月
か
ら
工
事

に
と
り
か
か
っ

た
東
深
川
納
骨

堂
は
、
正
明
市

三
区
法
蓮
寺
横

に
西
日
本
一
を

誇
る
延
ベ
一
五

〇
坪
二
階
建
の

近
代
的
な
マ
ン

モ
ス
納
骨
堂
が

お
目
見
え
し
た

こ
の
納
骨
堂

は
、
二
一
八
世

帯
が
利
用
で
き

利
用
者
は
正
明

市
、
湊
、
田
屋

板
持
を
は
じ
め
仙
崎
か
ら
も
申
込

み
が
あ
る
。

（
写
真
は
、
で
き
あ
が
つ
だ
東
深

川
納
骨
言

国
民
年
金
普
及
推
進
月
間

が
は
じ
ま
つ
て
い
る

十
一
月
一
日
か
ら
、
全
国
い
っ

せ
い
に
「
国
民
年
金
普
及
推
進
月

間
」
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
国
民
年
金
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
満
五
周
年
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
と
く
に
将
来
に

わ
た
っ
て
の
確
固
た
る
基
盤
を
築

く
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の

事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す

こ
の
推
進
月
間
中
で
は
、
さ
ら
に

国
民
年
金
制
度
の
趣
旨
、
内
容
の

周
知
を
は
か
つ
て
、
国
民
全
部
の

福
祉
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
、
と
く
に
次
の
こ
と
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

（
一
）
国
民
年
金
は
、
厚
生
年
金

保
険
、
各
種
共
済
組
合
な
ど
の

被
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
て

い
な
い
人
、
た
と
え
ば
、
農
林

漁
業
従
事
者
や
自
営
業
者
な
ど

国
民
の
大
部
分
を
占
め
る
人
だ

ち
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ら
の

人
に
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
の
保
障
を
与
え
る

た
め
の
制
度
で
あ
り
ま
す
。

（
二
）
国
民
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
現
在
山
口
県
で

約
二
十
八
万
人
に
お
よ
ん
で
い

ま
す
が
、
国
民
年
金
法
に
よ
っ

て
当
然
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
ま
だ
相
当
あ
る
見
込

み
で
、
こ
れ
ら
の
人
は
、
将
来

年
金
制
度
か
ら
と
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
す
す
ん
で

制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

（
三
）
す
で
に
国
民
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
保
険
料
が

未
納
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
約

一
割
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
人
の

申
に
は
、
す
で
に
障
害
年
金
や

母
子
年
金
な
ど
が
も
ら
え
な
い

人
が
で
て
い
ま
す
の
で
、
保
険

料
は
必
ず
納
期
ま
で
に
納
め
て

お
く
こ
と
が
た
い
せ
っ
で
す
。

求
人
の
ご
案
内

市
内
の
事
業
所
で
、
次
の
よ
う

な
求
人
を
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
萩
公
共
職

業
安
定
所
か
長
門
市
福
祉
事
務
所

社
会
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

（
求
人
の
種
類
）

か
ま
ぼ
こ
製
造
工

大
型
運
転
手

事
業
所
事
務
員

港
湾
土
木
監
督

そ
の
他

年
末
に
ふ
え
る
交
通
事
故

歩
行
者
や
運
転
者
に
赤
信
号

毎
年
十
二
月
は
、
一
年
の
う
ち

で
最
も
交
通
事
故
の
多
い
月
。

そ
の
原
因
は
、
歳
末
で
車
も
人

も
動
き
が
激
し
く
な
り
、
そ
の
こ

と
か
さ
ら
に
運
転
者
、
歩
行
者
の

気
持
に
ゅ
と
り
を
な
く
さ
せ
る
と

と
も
に
、
気
候
も
寒
さ
が
加
わ
り

、
霧
や
雪
な
ど
で
運
転
す
る
側
に

も
悪
い
条
件
が
加
わ
る
た
め
で
す

。
そ
こ
で
運
転
者
も
歩
く
人
も
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
事
故
を
起
さ

ぬ
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

車
を
運
転
す
る
方
へ

①
　
運
転
者
は
、
横
断
歩
道
に
歩

行
者
が
い
る
と
き
は
必
ら
ず
一

時
停
止
を
し
て
、
歩
行
者
の
安

全
に
心
が
け
る
。

②
　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
、

大
事
故
の
も
と
、
い
つ
で
も
と

ま
る
こ
と
の
で
き
る
安
全
速
溲

、
安
全
運
転
を
忘
れ
な
い
。

③
　
年
末
は
酒
を
の
ひ
機
会
が
ふ

え
ま
す
が
、
の
む
と
き
と
場
所

に
注
息
し
、
の
ん
だ
あ
と
は
絶

対
に
車
の
運
転
は
し
な
い
。
周

囲
の
人
も
運
転
者
に
酒
を
す
す

め
な
い
こ
と
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

①
　
歩
行
者
の
側
に
原
因
が
め
つ

て
起
き
た
事
故
の
大
半
は
、
車

の
直
前
直
後
の
横
断
や
な
な
め

の
横
断
、
横
断
禁
止
場
所
の
横

断
な
ど
、
不
注
意
な
横
断
に
よ

る
も
り
で
す
。
ど
ん
な
に
急
ぐ

と
き
で
も
横
断
は
必
ら
ず
横
断

歩
道
で
、
近
く
に
横
断
歩
道
が

な
い
と
き
は
、
左
右
の
安
全
を

十
分
確
か
め
た
う
え
、
右
手
で

車
の
運
転
者
に
合
図
し
な
が
ら

、
ま
つ
す
ぐ
に
急
い
で
渡
る
こ

と
で
す
。

②
　
子
ど
も
の
道
路
で
の
遊
び
や

幼
児
り
ひ
と
り
歩
き
は
事
故
の

も
と
で
す
。
と
く
に
止
つ
て
い

る
雎
の
前
後
で
遊
ん
で
い
て
知

ら
す
に
勍
き
出
し
た
車
に
ひ
か

れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
乙
こ
と
で

す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る

家
庭
で
は
と
く
に
注
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

定
例
歌
句
会
か
ら

長
門
短
歌
会

選

（
雑
詠
）

か
た
む
き
し
藁
鎰
の
め
ぐ
り
そ
よ

ぎ
つ
つ
た
わ
わ
に
咲
け
る

秋
告
ぐ
る
花

正
明
市
　
福
田
初
枝

少
年
ら
何
す
と
も
な
く
寄
り
合
へ

り
こ
の
中
に
し
も

非
行
生
れ
ん
か

湯
　
本
　
岡
藤
欲
峰

（
当
季
雑
詠
）

穂
芒
や
草
に
沈
め
る
無
縁
塚

俵
　
山
　
藤
永
み
さ
を

一
は
け
の
雲
遊
ば
せ
て
秋
の
空

田
　
屋
　
中
穂
信
子

選
挙
の
な
い
と
き
の

公

明

選

挙

選
挙
の
な
い
と
き
の
公
明
選
挙

・
　

な
ん
の
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
力
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
選
挙

は
民
主
国
家
と
し
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
制
度
で
す
。
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
人
が
、
国
政
、
県
政

、
市
町
村
政
を
行
な
う
し
く
み
は

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す

。
　
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
で
き

る
の
も
選
挙
の
機
会
だ
と
い
う
こ

と
も
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
公

正
な
人
や
党
を
選
べ
ば
、
明
る
い

、
希
望
あ
る
く
ら
し
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
選
挙
運
動
に
な
る
と

い
つ
も
み
に
く
い
行
な
い
が
後
を

た
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
選
挙
の
な

い
と
き
に
は
、
ゆ
っ
く
り
政
治
の

こ
と
を
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
わ

け
で
す
。

政
治
の
不
満
、
く
ら
し
の
不
満

は
選
挙
が
な
い
時
期
に
で
て
き
ま

す
。
　
そ
れ
は
選
挙
の
際
の
不
満

で
も
あ
る
の
で
す
。
　
選
挙
の
こ

と
、
政
治
の
こ
と
を
考
え
る
に
は

、
選
挙
の
な
い
時
が
一
番
よ
い
時

期
で
す
。

政
治
の
こ
と
を
考
え
る
と
い
っ

て
も
、
む
づ
か
し
く
考
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
土
木
行
政

と
か
、
教
育
の
こ
と
。
さ
ら
に
身

近
か
な
問
題
と
し
て
は
、
保
育
所

や
幼
稚
園
の
こ
と
、
し
尿
処
理
、

お
米
や
野
菜
の
ね
だ
ん
の
こ
と
、

交
通
費
の
こ
と
な
ど
、
数
え
れ
ば

き
り
が
な
い
程
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。政

治
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
近
所
の
人
、
知

人
や
友
人
と
話
し
あ
う
こ
と
で
す

と
か
く
問
題
が
出
た
と
き
だ
け

、
一
部
の
人
を
中
心
に
行
動
す
る

の
で
な
く
、
平
素
話
し
合
っ
た
こ

と
を
も
と
に
し
て
、
冷
静
に
行
動

す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ひ
っ
か
し
い
か
ら
と
い
っ
て

人
ま
か
せ
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

。
政
治
の
し
く
み
は
誰
に
で
も
理

解
で
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
力
を

選
挙
の
際
に
実
行
す
る
こ
と
で
す

戦
争
で
夫
を

な
く
さ
れ
た
方
へ

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
国
庫
債
券
の
買
い
上
げ
償
還

な
ら
び
に
担
保
貸
付
け
を
次
の
期

間
に
お
こ
な
い
ま
す
。

割
当
額
に
制
限
が
あ
り
、
適
格

者
で
な
い
と
貸
付
け
で
き
ま
せ
ん

。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所
で
。

（
申
し
込
み
期
間
）

1
1月
2
0日
か
ら
3
0日
ま
で
。

停
電
の
お
し
ら
せ

十
二
月
一
日
午
前
八
時
か
ら
正
午

ま
で

十
二
月
二
日
午
前
一
時
か
ら
十
分

間
い
ず
れ
も
工
事
の
た
め
停
電
。

親
の
反
省
五
十
則

あ
な
た
は
、
親
の
勝
気

虚
栄
　
野
心
、
優
越
感
、

自
尊
心
な
ど
か
ら
、
自
分

の
子
ど
も
が
よ
そ
の
子
ど

も
よ
り
秀
れ
て
い
る
こ
と

を
要
求
し
、
子
ど
も
に
力

以
上
の
期
待
を
か
け
す
ぎ

て
、
そ
の
重
荷
に
苦
し
ま

せ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
は
、
子
ど
も
が

い
ろ
い
ろ
の
悪
い
く
せ
を

出
し
、
そ
の
く
せ
が
親
の

そ
れ
を
ま
ね
て
い
る
よ
う

な
場
合
、
ひ
ろ
い
心
と
理

解
あ
る
態
度
で
接
し
な
い

で
、
む
し
ろ
憎
し
み
の
心

を
も
っ
て
と
が
め
だ
て
し

ま
せ
ん
か
。

た

ば

こ

は

市
　
内
　
で

買
い
ま
し
よ
う
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